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本研究で は 人 の 動きを対象としているため､観一に示す
ように人体の 全 身 モデルを構築し て いるOこのモデルでは
全部で 22本 の ボ ーンがあり､こ れ は 人体の重要な関節に





















り､KF(1㈱ )は 1㈱ tmsl後のそ-ション終了時のポーズ
であるOこれらのキ-フレ-ム間の 5㈱rmsMこおけるポ-
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ズ を求 め ると回 申 の F略瑚 )の ようになるo



















次に移動及び回転操作を施したポーンを人 体 の 各 部 位
に移動させる｡この操作によって各ボーンが 親 子 関 係 に従
って接続される.次の式(2)中のm湖肝はモデル自体のワ-
ルド行列を表し､mBW はボ-ンのワ-ルド行列であり､
lPlは親である事を示している｡
mBWImBRxmBP閃 XmBRlP]xmAIP (2)
この操作の後､次の式(:3)を 用 いて,構築されたボーン情
報に合わせて表皮を形成していくO式寝)によって求められ
たポーン情報に式(3)を適用することによって,モデルに表
皮が反映される.なお,このモデルではポリゴンの山頂点
にそれぞれ回転比率情報を与えておく事によって､関節を
大きく曲げたときにも関節がつぶれる事が無いようになって
いるOここで式中のmPW は頂点ワー ルド行列を､mPPは
頂点位置行列を,hlVmB民はmBRの逆行列を､RtimBR
は mB配に回転比率 を反映させた行列､またEnvmMPは
m鋸肝の逆行列を表しているo
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3. 開発したシステム
3-1. 開発環境
本システムの開発にはコンパイラに VC++6.Oをも3
nÅPIに 】_)irtY､t＼0.OLql)lこしnlI1mPr2(113)を使用して
いる｡開発環境を表 lに示すO
表 1.開発環境
OS WindowsXPSP2
CPU Celeron 1.2G圭一‡冨
メモリ 512MB
3-2. システムの動作
次 に本システムの動作を説明する｡
図4.システムの動作
本システムの動作を図 月‖こ示す.構築したシステムは 1
台のコンビュ-夕中にサ-バ部とクライアント部が構成され
ており,外部のネットワークは使用していない.SeⅣerと
Clientlから3はそれぞれ独立して動作しており､Clien音,
の入力は全てServerへ送信されるようになっている､その
後で各要求に対する処理結果が Serverから各 Ckenf,-
戻され,最終的な画面表示がDir既tXの描画システムを使
用し同一のウインドウを4分割して描画される,
4. むすび
運動等の動きの多い対象を扱うための三次元動画像を
用いた遠隔教育システムの構築を目的とし,サ-バ部とク
ライアント部を開発した結果を報告した.本システムは人の
動き等を解りやすく表示することが出来るため,このシステ
ムを遠隔教育に用いる事によって学習対象を任意の角度
から観察することが出来､スポ-ツなどの動きの多い分野
の学習を効果的に行うことが出来るようになるものと考えら
れる｡
今後の課題として､ネットワーク制御部の開発を行い､実
際の環境で講義を行えるようにする予定である｡
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